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.5

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
の
詳
細
な
記
述
（
設
計
及
び
提
案
さ
れ
た
運
用
上
の
い
か
な
る
制
限
又
は
条
件
に

お
い
て
も
、
使
用
さ
れ
る
仮
定
の
一
覧
表
を
含
む
。）

.6

代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
が
安
全
性
能
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
示
す
技
術
上
の
正
当
性

.7

提
案
に
関
連
す
る
潜
在
的
な
過
失
及
び
有
害
性
の
特
定
に
基
づ
く
危
険
性
の
評
価

４

代
替
的
な
設
計
及
び
装
置
の
評
価

4.1

３
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
工
学
的
解
析
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、
主
管

庁
が
評
価
し
、
及
び
承
認
す
る
。

4.2

主
管
庁
が
承
認
し
た
書
類
の
写
し
で
あ
つ
て
、
代
替
的
な
設
計
及
び
配
置
が
こ
の
第
三
十
八
規
則
に
適
合
す

る
こ
と
を
示
す
も
の
は
、
船
内
に
備
え
置
く
も
の
と
す
る
。

５

情
報
の
交
換

主
管
庁
は
、
承
認
し
た
代
替
的
な
設
計
及
び
装
置
に
関
連
す
る
適
切
な
情
報
を
国
際
海
事
機
関
に
通
報
し
、
同

機
関
は
、
す
べ
て
の
締
約
国
政
府
に
対
し
そ
の
通
報
を
回
章
に
付
す
る
。

６

条
件
の
変
更
に
よ
る
再
評
価

代
替
的
な
設
計
及
び
装
置
に
定
め
る
仮
定
及
び
運
用
上
の
制
限
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
工
学
的
解
析
は
、

変
更
さ
れ
た
条
件
の
下
で
実
施
さ
れ
、
主
管
庁
が
承
認
す
る
。

十
三

第
二
e

二
章
第
一
規
則
2.2
に
.5
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.5

旅
客
船
に
あ
つ
て
は
、
二
千
八
年
七
月
一
日
後
の
最
初
の
検
査
の
日
ま
で
に
こ
の
章
の
第
五
規
則

3.1.3.2
及
び

3.4
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。

十
四

第
二
e

二
章
第
一
規
則
2.2
の
次
に
2.3
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

2.3

二
千
二
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
は
、
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
九
九
（
七
三
）
に
よ
つ
て
採
択
さ
れ
た
第

九
規
則

7.1.1
、

7.4.4.1
、

7.4.4.3
及
び

7.5.2.1
.2
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

十
五

第
二
e

二
章
第
三
規
則
50
の
次
に
51
及
び
52
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発

生
）

51

「
海
難
時
に
お
け
る
安
全
区
域
」
と
は
、
居
住
性
の
観
点
に
お
い
て
、
浸
水
し
な
い
区
域
又
は
火
災
が
生
じ
た

際
に
主
垂
直
区
域
外
に
あ
る
区
域
で
あ
つ
て
船
舶
内
の
す
べ
て
の
者
の
生
命
及
び
健
康
を
災
害
か
ら
保
護
し
、
並

び
に
こ
れ
ら
の
者
を
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
安
全
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。

52

「
安
全
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
緊
急
事
態
の
管
理
の
た
め
に
供
さ
れ
る
制
御
場
所
を
い
う
。
安
全
シ
ス
テ
ム
の
運

用
、
制
御
及
び
監
視
は
、
安
全
セ
ン
タ
ー
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

十
六

第
二
e

二
章
第
三
規
則
52
の
次
に
53
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

53

「
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
」
と
は
、
開
放
さ
れ
た
甲
板
上
の
場
所
で
あ
つ
て
、
単
一
の
キ
ャ
ビ
ン
の
乗
客
が

専
ら
使
用
す
る
た
め
に
備
え
ら
れ
、
及
び
当
該
キ
ャ
ビ
ン
か
ら
直
接
通
ず
る
出
口
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

十
七

第
二
e

二
章
第
四
規
則
4.4
中
、「
一
次
甲
板
床
張
り
」
の
次
に
「
又
は
二
千
八
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た

旅
客
船
の
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の
一
次
甲
板
床
張
り
」
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

十
八

第
二
e

二
章
第
四
規
則

5.2.3
の
末
尾
に
次
の
一
文
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

た
だ
し
、
第
九
規
則

2.4.2.5
に
規
定
す
る
範
囲
外
の
窓
及
び
舷げ

ん

窓
に
つ
い
て
は
、「
Ａ
e

０
」
級
が
許
容
さ
れ
る
。

十
九

第
二
e

二
章
第
四
規
則

5.2.4
中
、「
第
Ó
e

一
章
第
二
十
五
規
則
9.2
」
を
「
第
二
e

一
章
第
十
三
e

一
規
則
２
」
に

改
め
る
。（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

二
十

第
二
e

二
章
第
五
規
則

3.1.2.1
の
後
段
を
削
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

二
十
一

第
二
e

二
章
第
五
規
則
に

3.1.3
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

3.1.3

旅
客
船
に
お
け
る
部
分
隔
壁
又
は
部
分
甲
板

3.1.3.1

実
用
又
は
装
飾
の
目
的
で
い
ず
れ
か
の
場
所
を
区
画
す
る
た
め
に
使
用
す
る
部
分
隔
壁
又
は
部
分
甲
板

は
、
不
燃
性
材
料
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3.1.3.2

隣
接
す
る
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
を
仕
切
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
内
張
り
、
天
井
張
り
及
び
部
分
隔
壁

又
は
部
分
甲
板
は
、
不
燃
性
材
料
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
千
八
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た

旅
客
船
に
お
け
る
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
は
、
二
千
八
年
七
月
一
日
後
の
最
初
の
検
査
ま
で
に
こ
の
規
定

の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

二
十
二

第
二
e

二
章
第
五
規
則

3.2.1.1
の
前
段
中
、「
業
務
区
域
」
の
次
に
「
及
び
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
」
を
加
え
、

同
規
定
の
末
尾
に
、
次
の
一
文
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

た
だ
し
、

3.2.3
の
規
定
は
、
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
に
つ
い
て
適
用
す
る
必
要
は
な
い
。

二
十
三

第
二
e

二
章
第
五
規
則

3.2.4.1
に
、
.3
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.3

キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の
露
出
面
（
自
然
堅
材
に
よ
る
床
面
を
除
く
。）

二
十
四

第
二
e

二
章
第
五
規
則
3.3
の
次
に
、
3.4
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

3.4

旅
客
船
の
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
に
お
け
る
家
具
及
び
備
品

旅
客
船
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
に
お
け
る
家
具
及
び
備
品
は
、
当
該
バ
ル
コ
ニ
ー
が
第
七

規
則
10
及
び
第
十
規
則

6.1.3
に
適
合
す
る
固
定
式
加
圧
水
噴
霧
装
置
及
び
固
定
式
火
災
探
知
警
報
装
置
に
よ
つ
て

保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
三
規
則
40.1
か
ら
40.3
ま
で
、
40.6
及
び
40.7
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す

る
。
二
千
八
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
は
、
二
千
八
年
七
月
一
日
後
の
最
初
の
検
査
ま
で
に
こ
の

3.4
の
規
定
の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

二
十
五

第
二
e

二
章
第
六
規
則
２
を
2.1
と
し
、
新
た
な
2.1
の
次
に
2.2
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七

月
一
日
効
力
発
生
）

2.2

二
千
八
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
に
お
け
る
露
出

面
（
自
然
堅
材
の
床
面
を
除
く
。）に
使
用
さ
れ
る
塗
料
、
ワ
ニ
ス
そ
の
他
の
仕
上
剤
は
、
過
度
の
量
の
煙
及
び

毒
物
を
生
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ず
、
火
災
試
験
方
法
コ
ー
ド
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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